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大規模ボイラープラントで AI による運転支援に成功 

－生産 DX によるプラントスタートオペレーションの効率化－ 

 

日本電気株式会社(以下 NEC)、国立研究開発法人 産業技術総合研究所(以下 産総研)、  

三井化学株式会社(以下 三井化学)、株式会社オメガシミュレーション(以下 オメガシミュレーション)

は、化学プラントなどの大規模インフラの運転を支援する「プラント運転支援 AI」とシミュレータ上に再現し

たミラープラントを組み合わせたプラント運転支援システムを構築し、三井化学大阪工場の大規模ボイラ

ープラントにおけるスタートアップ操作の支援に成功しました。 

 

三井化学大阪工場の大規模ボイラープラント 

 

これにより、ボイラープラントや化学プラントのスタートアップ操作や生産量変更操作など、これまで自動化

が難しかった非定常状態の運転支援や、冷温停止状態から定常運転に到達するまでの時間短縮によ

る原料やエネルギーの削減など、運転の効率化が期待されます。 



 

 

 

 
AI ガイダンスにより、熟練運転員と同等のボイラー昇圧操作を実施 

 

化学工場におけるボイラープラントは、工場内のすべてのプラントに、製品生産に必要な電力とスチームを

供給する大規模かつ重要なインフラです。そのため、工場の定期修理が完了し次第、すみやかな運転再

開が求められます。特に、運転の再開が遅れた場合、ボイラープラントの定期修理と合わせて同時に停

止していた、製品を生産するプラントがスタートアップできず、各製品の生産にも影響を与えてしまいます。 

 

定常運転しているプラントの制御と比べて、スタートアップの時のように温度や圧力が大きく変わる非定常

状態の運転操作は難易度が高く、制御システムの開発も困難でした。停止しているボイラープラントを早

くスタートアップさせようと急激に加熱すると、プラント設備の損傷や運転員の安全が損なわれる可能性が

あります。そのため、ボイラーの温度と圧力を上昇させる際には決められた速度を超えないようにしながら、

迅速かつ効率的に操作する必要があり、高度な技術が求められます。また、このような大規模プラント

は、定期修理を除き 24時間運転されていることが多く、スタートアップの機会が限られており、経験豊か

な運転員の育成も課題とされています。 

 

NEC と産総研は、プラントなどの大規模なインフラの効率的な操作とその根拠を合わせて提示できる AI

技術「プラント運転支援 AI」を開発してきましたが、このたび新たに高速かつ高精度に制御量を計算する

技術「レプリカモデル予測制御」を開発し、これらを組み合わせた制御システムの利用可能性について三

井化学大阪工場の大規模ボイラープラントで検証し、当技術を利用して安全かつ効率的にスタートアッ

プできることを確認しました。 
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【技術の特長】 

１．化学プラントの非定常状態の運転コストを削減 

本技術により、スタートアップ操作や生産量変更操作など、これまで自動制御および運転支援が困難

であった非定常状態の運転において、無駄なく効率的な運転操作が可能になります。 

 

２．安全な操作が事前に確認できる 

大規模プラントの非定常状態では、その操作結果が複雑に変化するため、将来予測が難しいことも運

転の難易度が高い理由です。 

本技術では、オメガシミュレーションのダイナミックシミュレータを活用し、強化学習を通じて自動で大量の

試行錯誤を繰り返しながら運転方法を AIが学習します。強化学習と精密なシミュレーションの組み合

わせにより、さまざまな状況に対応できるようになります。 

運転中は、ミラープラント（オンラインダイナミックシミュレータ）と学習済みの AI がオンラインで連携し、

将来の操作内容と運転予測がリアルタイムに更新され、その予測を見ることで安全な操作かどうかの確

認ができます。 

 

３．予期せぬ変動に迅速に対応できる 

プラントの運転では豪雨や原料変動などによる予期せぬ変動が生じることもあり、これらへの迅速な対

応も求められます。 

本技術ではさらに、シミュレーションデータとニューラルネットワークを用いてプラントの挙動をレプリカモデル

として再現し、そのレプリカモデルを用いたモデル予測制御を備えることで、予期せぬ変動に迅速に対

応します。 

 

4者は今回の実証実験で得られた成果をさらに発展させ、AI とシミュレータを用いた運転支援技術を提

供することで、化学プラントの運用効率化に貢献していきます。 

 

以上 

 

 

＜ミラープラントについて＞ 

https://www.omegasim.co.jp/solution/mirror/ 

 

＜本件に関するお客様からのお問い合わせ先＞ 

NEC グローバルイノベーション戦略統括部 

https://jpn.nec.com/cgi-bin/cs/opinion_form4.cgi 
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国立研究開発法人 産業技術総合研究所  

人工知能研究センター NEC-産総研人工知能連携研究室 

E-mail：airc-nec-info@aist.go.jp 

 

三井化学株式会社 コーポレートコミュニケーション部 

電話：（03）6880-7500 

https://form.mitsuichemicals.com/corporate/cc_pr_csr_ja?param=13 

 

株式会社オメガシミュレーション 営業部 

電話：(03)3208-4921 

E-Mail：sales@omegasim.co.jp 
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